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富山県による
寄附講義「農業経済学」を開講

　４月18日、富山県と連携し、経済学部生を対象とし
た寄附講義「農業経済学」が開講されました。講義で
は、農業政策、農業経営等について基礎的な知識を身
に付けるとともに、気候風土と豊かな水に恵まれ、全
国屈指の水田率や圃場整備率、都道府県別食料自給率
を誇る富山県の農業の特徴を学びました。
　また、この学びを広く県民にも共有するための公開
講座が開講されました。７月29日、第１回目の講座で
は「世界・全国からみた富山県農業の現状と可能性」
と題して講演があったほか、県内各地域の先進的な取
組事例が紹介されました。本講座は全３回実施予定
で、第２回は10月14日、第３回は10月28日に開催し
ます。

駐日欧州連合代表部一行が
富山大学を訪問

　6月20日、駐日欧州連合代表部一行が本学を訪問しま
した。2021年に開始した欧州連合の研究開発支援枠組み
であるHorizon Europeを通じた国際共同研究の促進を目
的とし、今回の訪問を契機に、欧州との学術交流の発展
が期待されます。
　齋藤学長から、本学の強みであるアルミニウム及び和
漢医薬学について紹介があり、続いて本学教員から、現
在進めている最先端研究や、Horizon Europeに採択され
た経験等についてプレゼンテーションがありました。
その後、駐日欧州連合代表部一等参事官・科学・イノベー
ション・デジタル・その他EU政策部部長のゲディミナス・
ラマナウスカス氏らから、Horizon Europeの概要と日本
の研究者が参加するメリット等について説明があり、活
発な意見交換が行われました。

芸術文化図書館がリニューアルオープン

　5月12日、芸術文化図書館がリニューアルオープン
し、本を納める空間から、知識を生み出し公開する空
間に生まれ変わりました。新たに美術館と同等の規格
を持つ展示ギャラリーも備え、これから段階的に、地
域に開いた図書館としてプログラムを展開していきま
す。
　リニューアルオープンにあたり、6月12日まで展示
ギャラリーでは「かたちのナラトロジー」展が開催さ
れ、芸術文化学部教員、石川将士助教（鋳金）、小泉
巧助教（漆）、長田堅二郎講師（現代彫刻）の作品が
展示されました。
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　この度は富山大学基金事業海外留学支援プログ
ラムの奨学生として多大なるご支援をいただき、
誠にありがとうございました。
　留学先では、人との交流を一番大切にして過ご
しました。留学の目的の１つが「いろいろな価値
観、考え方に触れること」であったため、留学生
向けのイベントや、各宗教について触れることが
できるイベントに学内外問わず参加しました。
　一番思い出に残っているのは、各国の料理をそ
れぞれの国出身の学生たちが作り、お互いに振る
舞いあったことです。私自身も照り焼きチキンと
手巻き寿司を振る舞いました。他の日本人学生4人
と協力して、100人分以上も作りました。時間をか
けて、みんなで苦労して作った料理があっという
間に無くなってしまったことが何よりも嬉しかっ
たです。改めて日本食の人気度を実感したイベン
トでした。そこでは、日本だけでなく、インドや
ナイジェリア、パレスチナ、韓国、ウクライナな
どの料理を体験しました。
　他にも、毎週日曜日は教会に行き、キリスト教
に触れ、聖書を読むことでキリスト教や自分自身について周りの人と
議論を深めました。キャンパス内は本当に多国籍で、約15ヵ国の学生
と話す機会を作ることができました。彼らと授業を受け、食事に行く
中で、宗教や文化の違いだけでなく、そこから生まれる価値観や考え
方をたくさん知りました。これらの経験から、自分の中での常識に捉
われる必要はなく、自分を大切に生きていきたいと思うようになりま
した。
　楽しいことと同じくらい辛いこともあった留学でしたが、大きく人
生観が変わる有意義な時間を過ごすことができました。今後は、自分
のアイデンティティである日本、そして地元福井のことをもっと深く
知り、それらを世界に発信していく活動を続けていきたいです。

高木  梨帆

友人の誕生日パーティー

がん微小環境をターゲットとした
新たな膵臓がん治療薬の開発

　和漢医薬学総合研
究所のスレス アワレ
准教授、学術研究部
工学系の豊岡尚樹教
授と同医学系の藤井
努教授らの共同研究
チームは、膵臓がん
治療に有望な天然由
来の化合物を発見し
ました。東アジアに
分布するショウガ科
の植物「ボエセンベ

ルギア・パンデュラタ」から発見された天然有機化合
物で、低酸素・低栄養状態（がん微小環境）における
膵がん細胞の働きを強力に阻害し、増殖や転移を抑え
ます。今後、既存の膵臓がん治療薬とは異なるメカニ
ズムを持つ、新たな治療薬の開発が期待できます。本
研究成果は、学術誌「Journal of Natural Products」の
表紙に掲載されました。

文部科学省「令和５年度大学・高専
機能強化支援事業」に採択

　本学は富山高等専門学校と連携し、独立行政法人大
学改革支援・学位授与機構が公募した「令和５年度大
学・高専機能強化支援事業」に申請し、採択されまし
た。この事業はデジタル・グリーン等の成長分野をけ
ん引する高度専門人材の育成に向け、文部科学省が基
金を創設し、大学へ支援を行うものです。
　本学は当事業において、令和６年度に理学部、工学
部、大学院博士課程の改組と入学定員の変更を予定し
ています。また、富山
高等専門学校とのカリ
キュラム開発や、教育
面における連携、さら
に県内企業・関係団体
等の各機関からの実務
家教員派遣を含む様々
な連携により、高度情
報専門人材の育成を促
進し、同分野の活性化
に貢献して参ります。

祝
食イベント「Multicultural Night」

各国の料理を学生たちが作り振る舞いあいました。キャンパス内の
食堂で開催され、インターナショナル生だけでなく、一般の学生も
食事に来るスタイルでした。

人文学部英米言語文化コース４年　

留学先　マーレイ州立大学（アメリカ）

研究推進機構アイドリング脳科学研究センター
准教授

受賞者紹介受賞者紹介 2023年4月～7月

2023年4月19日

宮本　大祐

令和5年度科学技術分野の文部科学大臣表彰
若手科学者賞

理工学研究科 理工学専攻1年

2023年5月15日～19日

岡田　怜真

AWMFT2023 / APSTP2023
Graduate Student 
　Excellent Presentation Award

学術研究部医学系
准教授

2023年5月22日

山田　正明

第40回とやま賞
とやま賞（学術研究部門 人文社会分野）

工学部創造工学センター

2023年6月4日

TomiRoboチーム

NHK学生ロボコン2023
特別賞　東京エレクトロン株式会社賞

学術研究部工学系
教授

2023年6月8日

菊島　浩二

電子情報通信学会
業績賞

和漢医薬学総合研究所神経機能学領域
助教

2023年7月9日

楊　熙蒙

2023年度日本神経化学会
奨励賞



76

TOMIDAI NEWS 富大ニュース 富山大学基金事業富山大学基金事業 留学体験記

　この度は富山大学基金事業海外留学支援プログ
ラムの奨学生として多大なるご支援をいただき、
誠にありがとうございました。
　留学先では、人との交流を一番大切にして過ご
しました。留学の目的の１つが「いろいろな価値
観、考え方に触れること」であったため、留学生
向けのイベントや、各宗教について触れることが
できるイベントに学内外問わず参加しました。
　一番思い出に残っているのは、各国の料理をそ
れぞれの国出身の学生たちが作り、お互いに振る
舞いあったことです。私自身も照り焼きチキンと
手巻き寿司を振る舞いました。他の日本人学生4人
と協力して、100人分以上も作りました。時間をか
けて、みんなで苦労して作った料理があっという
間に無くなってしまったことが何よりも嬉しかっ
たです。改めて日本食の人気度を実感したイベン
トでした。そこでは、日本だけでなく、インドや
ナイジェリア、パレスチナ、韓国、ウクライナな
どの料理を体験しました。
　他にも、毎週日曜日は教会に行き、キリスト教
に触れ、聖書を読むことでキリスト教や自分自身について周りの人と
議論を深めました。キャンパス内は本当に多国籍で、約15ヵ国の学生
と話す機会を作ることができました。彼らと授業を受け、食事に行く
中で、宗教や文化の違いだけでなく、そこから生まれる価値観や考え
方をたくさん知りました。これらの経験から、自分の中での常識に捉
われる必要はなく、自分を大切に生きていきたいと思うようになりま
した。
　楽しいことと同じくらい辛いこともあった留学でしたが、大きく人
生観が変わる有意義な時間を過ごすことができました。今後は、自分
のアイデンティティである日本、そして地元福井のことをもっと深く
知り、それらを世界に発信していく活動を続けていきたいです。

高木  梨帆

友人の誕生日パーティー

がん微小環境をターゲットとした
新たな膵臓がん治療薬の開発

　和漢医薬学総合研
究所のスレス アワレ
准教授、学術研究部
工学系の豊岡尚樹教
授と同医学系の藤井
努教授らの共同研究
チームは、膵臓がん
治療に有望な天然由
来の化合物を発見し
ました。東アジアに
分布するショウガ科
の植物「ボエセンベ

ルギア・パンデュラタ」から発見された天然有機化合
物で、低酸素・低栄養状態（がん微小環境）における
膵がん細胞の働きを強力に阻害し、増殖や転移を抑え
ます。今後、既存の膵臓がん治療薬とは異なるメカニ
ズムを持つ、新たな治療薬の開発が期待できます。本
研究成果は、学術誌「Journal of Natural Products」の
表紙に掲載されました。

文部科学省「令和５年度大学・高専
機能強化支援事業」に採択

　本学は富山高等専門学校と連携し、独立行政法人大
学改革支援・学位授与機構が公募した「令和５年度大
学・高専機能強化支援事業」に申請し、採択されまし
た。この事業はデジタル・グリーン等の成長分野をけ
ん引する高度専門人材の育成に向け、文部科学省が基
金を創設し、大学へ支援を行うものです。
　本学は当事業において、令和６年度に理学部、工学
部、大学院博士課程の改組と入学定員の変更を予定し
ています。また、富山
高等専門学校とのカリ
キュラム開発や、教育
面における連携、さら
に県内企業・関係団体
等の各機関からの実務
家教員派遣を含む様々
な連携により、高度情
報専門人材の育成を促
進し、同分野の活性化
に貢献して参ります。

祝
食イベント「Multicultural Night」

各国の料理を学生たちが作り振る舞いあいました。キャンパス内の
食堂で開催され、インターナショナル生だけでなく、一般の学生も
食事に来るスタイルでした。

人文学部英米言語文化コース４年　

留学先　マーレイ州立大学（アメリカ）

研究推進機構アイドリング脳科学研究センター
准教授

受賞者紹介受賞者紹介 2023年4月～7月

2023年4月19日

宮本　大祐

令和5年度科学技術分野の文部科学大臣表彰
若手科学者賞

理工学研究科 理工学専攻1年

2023年5月15日～19日

岡田　怜真

AWMFT2023 / APSTP2023
Graduate Student 
　Excellent Presentation Award

学術研究部医学系
准教授

2023年5月22日

山田　正明

第40回とやま賞
とやま賞（学術研究部門 人文社会分野）

工学部創造工学センター

2023年6月4日

TomiRoboチーム

NHK学生ロボコン2023
特別賞　東京エレクトロン株式会社賞

学術研究部工学系
教授

2023年6月8日

菊島　浩二

電子情報通信学会
業績賞

和漢医薬学総合研究所神経機能学領域
助教

2023年7月9日

楊　熙蒙

2023年度日本神経化学会
奨励賞




